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,
, 

-

レ
-ン 
‘
m

m

,
 

'

欺
る
爭
謙
が
敢
て
最
近
初
て
發
生
せ
る
の
事
賞
に
非
す
し
て
、古
來
常
に
多
少
跡
を
得
せ 

し
も
の
な
る
次
取
は
前

M

の
如
し
ビ
雖

も
、併

し
此
爭
議
が
最
近
數
年
以
來

V

就
中
大
九
年
：以

!
a

降

，に

，於

.て

.殊
に
著
レ
ぐ
；其
數
を
增
加
し
、其
紛

¥
の

程

度

亦

r

層
の
深
刻
を
加
ふ
る
に
至
れ
る 

^
以

の

も

の

は

間

相

當

；の
原
因
の
認
む

.可
き
も
の
な
き
に
非
す
。

小
作
料
の
變
動
を
生
せ 

し
む
可
き
幾
多
の
，

因
の
#
に
著
し
く

 

K
間
に
發
生
し
力
る

こ

！
ご

、
、地

主

及

，

び

小

作

人

北

へ

に
 

此

被

因

に

對

す

る

明

確

な

る

理

解

を

缺

き

、
從

て

，雨

，者

の

間

に

.
誤

解

を

生す

る

場

合

か

b
し 

こ

ビ

ご
は

S

ち

是

な

ち

：

:

蓋

し

、
®
.時
及
：ぴ
戰
後
に

S
れ
る
我
通
商
關
係
；の
變
働
ビ
物
慣
の
激 

變
ど
は
各

w
産
業
の
生
産
の
上
に
も
所
得
分
配
.の

上

に

も

甚

だ

し

變

動

を

與

へ

ね

る

も

の 

あ
み
。

從
て
農
業
の

■
係
褒
亦
等
レ
く
此
礙
動
の
阅
外
じ
立
つ
を
得
ざ
：

0

レ
な
レ
。

然
る
に 

由

来

：一：般
に
經
濟
界
の
邮
勢
に
年
な
る
農
業
：關
係
者
は
、多
く
は
此
間
に
處
し
て
自
.家
の
雜
濟 

的

■
位
の
®
化

を

充

分

に

了

せ

す

C
,
唯
し
僅
に
自
家
に
有
利
な
る
の
事
賞
は
之
を
認
む
る
も
、
 

不
ホ
な
る
も
の
は

^
§ど
全
く
之
を
了
解
す
る
こ
ご
な
ぐ
、從
て
求
む
可
さ
は
之
を
求
む
る
も
、譲 

る
可
さ
は
之
を
譲
る
を
思
は
ざ

-

CN

し

の

狀

ぁ

是

に

於

て

か

所

得

分

配

：上
、地
主
ビ
小
作
人 

ビ

Q

間
に
紛
議
を
生
す
る
に
至

る

0

惟

ふ

に

小

作

料

の

，，增

減

に

關

す

る#
禅
の
最
近
著
し

{
: 

增
加
せ
る
所
以
正
に
此
に

/存
せ

敢

て

他

に

在

る

に

非

ざ

る

な

ぐ

。

架
し
て
然
と
せ
ー
ぱ
辕
近
に
於
け
る
小
作
問
題
解
決
の
第

I

の
要
件
は
適
當
な
る
小
作
料

:
:
:
:
:
:

银
十
六
翁

X

九五
‘)

論
，
眺
小
廣
の
高
低
：

バ

，：
v

 

>J



;
悠
十
六
卷
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八
九
2

論
眺
小
作
料
の
高
低

 

號 

八

高
低
b

標
取

；
^

 

考
双
方
を
し
て
此
標
準
を
明
確
に
了
解
せ
し
，

^

る
こ
と

〜

に

ら
 

ざ
る
％

ら
す
。
取
て
間
ふ
、小
作
料
高
低
の
標
単
如
何
。

,

.

小
作
料
の
經
濟
的
牲
質
如
何
に
就
て
は
世
間
の
兄
解
未
だ
必
す
し
も

！

綴
な
ら
ざ
る
も
の 

あ
>

o

.

:
1

方
に
は
之
を
以
て
純
然
た
る
經
濟
的
地
代
な

.

：：

S

ご
見
做
す
者
あ
る
ビ
共
に
、又

r
,

方 

K

は
土
地
を
目
し
て

」

0

の

本

ご

爲

，し

、
小

作

料

を

以

て
★

利
子
と
見
做
す
者
あ
ゥ
。
更
に 

:
\

瓜
.

の
作
人
を
以
て
一
利
の
勞
働
者
と
爲
し
，小
作
人
の
所
得
を
純
乎
た
る
勞
働
所
*#と
見
做 

す
者
も
あ
れ
ば
、又
小
作
料
を
ぱ
一
神
の
企
業
利
潤
さ

.

同
一
視
せ
る
者
も
あ
る
の
有
機
な
ム
。
 

由
來
小
作
に
は

®

々
の
形
式

ゃ

尽

從
て
地

i

と
小
作
人
と
の
開
に
於
け
る
役
«
分
配
の
割 

<
p

並
：に
其
分
配
率
の
決
定
方
法

.

の
如
も
亦
神
や
襟
な
る
が
故
に
、實
際
上
魏
參
の
小
作
料 

0 
r

i

.

に
は
或
‘は
資
本
利
チ
の
姓
質
を
有
す
る
部
分

あ

，

と
或
は
企
業
利
潤
の
性
質
を
有
ず
る
部 

分
を
も
包

4
2

す
る
あ
ら
、又
場
合
に
依

6,

て
は
®

濟
的
地
代
を
も
全
部
包
合
す
る
こ
ビ
な
く
、僅 

に
其

一

劑
分
を
示
す
に
過
ぎ
ざ

•
，
る

も
の
あ
と
其

‘

性
質
決
し
て

1

樣
な
ら
す
。
然

V
J

雖
も
、我 

國
じ
於
て
最
も
普
通
に
行
は
る
、
小
作
の
形
式
就
て
之
を
觀
れ
ぱ
、小
作
人
は
地
主
ょ

b

 

土

地
を
借
入
る

 

>

 

の

外

、自

，ら

經

營

に

必

耍

な

：，る

資

本

と

，

榮
力
と
を
用
意

t

、
l

切
の
損

P

を
自

n
j

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.
: 

•
•
.

の
資
任
に
变
け
て
農
紫
の
雜
營
に
從
舉
す
る

.

者
に
屬
し
-地
主
に
支
挪
ふ
其
小
炸
料
は
土
地
の

生
産
力
に
對

'
す
る
報

■

、即
ち
純
然
た
る
經

W

的
地
代
の
性
質
を
，有

せ

&
。

勿
論
小
作
人
中
に

は
或
は
住
辱
納
屋
又
は
糊
子
：肥
料
等
の
供
給

.

を
地
主

R

仰

ぐ

者

あ
.
：>

、從

て

之

に

對

す

る

報

酬

即

ち

資

本

の

代

償

及

び

，利
子
一
の
小
作

.

料

中

に

合

ま
.

5

 

\

 

t

 

V

-

 

K

V

ご雖も、
解の如は寧ろ

;

^
數
の
例
外
に
屬
す
る

.の
：み
な
ら
す
"其
例
外
の
場
合
に
於
て
も
地
代
に
動
す
る

一

ト
部
分
の

追
加
る
に

‘

過
ぎ
す

e

:

小
作
料
の

.

本
態
を
货
せ
る
も

Q

は
主
ご
し
て
、土
地
の
産
出
力
に

S

す 

:

る
報
P

に
外
な
ら

^

{

;

る
な

.
.
c^。

,

.
勿
論
、土

地

の

産

出

力

は

，單

に

：地

味

氣

候

又

は

位

置

等

の

如

き

自
然
，
的
關
係
の

>

み
ょ
り
成
れ 

ふ
も
め
に
非
す
。：開

®

.

徘
水
、灌
御
等
；の
如
き
旣
独
に
於
け
る
幾
多
の
勞
カ
又
は

|
2；

本
の
投
入 

k

:

®

;

因
せ
，る
所

亦

決
t

,て

少

な

し

ご

せ
ず
。

從

て
其
産
出
力
に
對

す
る

報
酬
の

一
大
部
分
は 

又
資
本

W

對

す

る
報
酬
：即
ち
；刹
：子

.A
J
S
i
f

做

す

可

ら

ざ

る

R

:非

ず

ぐ
雖
も
、
饼

し

此

糊
の

投

入

資 

本

は

一
:

赎

土

地

に

投

入

さ

れ

：
た
る
：
以
上
、

&

れ

土

地
^

分
離
す
る

を

得
す
、
土

地
の
自
然
カ 

と
'，全

然
融

，合

し

て

其
；廣

出

力

を

输

成

す

る

も

の
爲

-
C
V

 

了
る
の
，實

あ

り

り

理

論

上

ょ

A

言

/

 

X

第
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耽
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作
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の
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0

說
小
作
料
の
高
低 

第

七

よ

.

5

L

補
の
資
本
と
し
て
之
を
區
別
し
得
ざ
る
に
非
ず
と
雖
も
、其
資
水
は

 

一
M

の

ま

途

の

ト

モ

ト 

仙
に
流
用
，の
ホ
法
な
き
最
も
特
足
的
な
：る
資
本
：に
し
て
、然
か
も
永
遠
に
原

f

f

l

间
收
の
途
な
き 

も
の
に

®

せ

て

從

H

其
®

，値
も

W

除
の

I

股
資
本
ご
摸
な
此
使
途
に
於
け
る
ぶ
む 

寧

的

效

.：力

の

：
多

少

如

何

に

依

A

V

て
決
定
せ
ら
る

V

 

i

o

の
に
て
、事
實
上
、土
地
の
债
偕
の

！

部
分 

た
る
し
：過

ぎ

や

S
t

評
分
配
上
に
於
け
ろ
其
參
加
の
權
利
も
亦
土
地
所
有
權
ご
ダ
離
さ
る

、 

こ
と
な
し
。

然

れ
ぱ
‘

此
稲
特
，足
資

.

本
に
對
ず
る
利
子
は
暫
：く
之
を
自
然
の
産
出
，力
に
對
ず
る 

報
バ
酬
タ
併
せ
て
共
に
，之

を

地

代

と

見

做

す

も

事

實

上

復

た

大

過

な

：か
本
ポ
し
ゾ 

,

パ
作
取
の
本
質
旣
に

.

斯
の
如

」

く
 

土
地
の
産
出
力
に
對
す
る
報
酬
に
外
な
ら
：ず
ビ
せ
ぱ
、其
高 

低
は
當
然
地
代
決
定
の
理
法
に
從
て
決
定
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
や
。
.然
る
に
經
满
學
者
の

一

般 

に
.

效
ふ
る
所
に
據
，れ
ぱ
、此
他

.

代

は

土

地

の

生

，商

物

の

め

®

 

該
生
產
物
の
生
産
に
費
さ
れ
た 

る

，

資
本
及
び
勞
力
の
報
酬
即
ち
生
産
原
費

W

 

9

差
に
依
り
て
走
め
ら
る
、

！

 

g

の
差
盤 

な
，
6

ふ
い
ふ
。
即
ち
：出

.

地
の
注
廣
物
に
は
常
に

.

其

當

；時

に

，於

け

る

，需

要

供

，給
：，の

關

係

に

依

り
 

て
自
ら

j

お
の
市
惯
の
決
定
化
ら
る

V

も
の
あ
ら
。
而
し
て
其
一
方
に
ベ
ハ
て
勞
#
の

别

た 

る
：貸
銀
も
資
本
の
報
酬
力
る
利
子
に
も
そ
れ

 

其
，
®

耍
供
输
の
關
係
に
依

ク

て
决

5
^

 

^

ら
.

る’ 
>
 

1

足
の
率
の

#

す
.

る
も

の
：あ
ひ
。

此
場
合
に
於
て
生
産
物
の
代
價
中
よ

A

其
生
産
に 

投
せ
る
資
本
の
，
却
高
ビ
其
利
キ
：並
に
努
働
の
報
酬
ス
を
控
除
せ
る
殘
額
が
地
代
ビ
爲
る
な 

も
。
，箱
し
此
殘
額
の
：存
す
る
：も
の

.

な
け
れ
ぱ
、賞
料
を
支
柳
ふ
て
土
地
を
使

W

せ
ん
ご
す
る
老 

な
か
る
可
ぐ
、從
て
地
代
は
發
生
ず
る
こ

-

^

な
か
る
可
し
、
其
收
健
，が
比
較
的
僅
少
に
し
て
堪 

に
之
に
：投
を
る
資
本
ヒ

-

勞
力
の
報
酬
を

®

ふ
の
外
、復
ね
條
す
所
な
き
所
謂
る
限
界
耕
地
に
地 

代
の
生

^

^

ざ
る
は
畢
覚
此
殘
額
な
き
が
爲
に
し
：て、經
濟
學
者
が
或
は
地
代
は
生

f

f

i

費
を
構
成 

せ

す

ご

，
，
.レ

ひ

或

は

地

代

，
，
は

裔

，
き

物

價

の

-

因
.

に
.

，
.

非

す

.

.
し

て

.，
其

結

.

架

な
>

9

ビ
い
ふ
も
、j

に
斯
る 

事
情
あ
る
が
爲
に
外
キ
ら
ず
。
耍
す
る
に
地
代
は
何
れ
よ
り
觀
る
も
、生
産
物
の
物
！

^

先
づ
£

 

ま
資
本
及
び
勞
力
の
報
酬
先
づ
定
め
ら
れ
て
、然
る
後
此
に
初
て
決
足
せ
ら
る
ゾ
楚
猛
所
得 

な
る
の
次
第
に
就
て
は
、世

‘

間
復
た
何
人

6

M

鎌
な
き
所
な
る
可
し

。

^

當

今
の

雜

濟

上

、幾
多
：の
；土

-
,

地
が
.

斬

る

差

益

所

得

を

生

，せ
し
む
る
の
力

' 

あ
る
次
館
は
、地
味
、地 

，科
又
.

は
，，位

摩

の

相

：逮

よ

シ

じ

て

、
之

に

投

せ

る

資

本

勞

カ

0

等
し
：き

に

拘

ら

ず

、之

よ

&

住
せ
る 

，权
辨
に
，幾
多
の
：相
違
を
現
は
：す

9

事
賞
を
觀
れ
ぱ
自

‘

ら
明
な
る
可
し
。

^
も
現
に
經
濟
的
に 

m

用
せ
ら
る
：

S

各

5

の
土
地
の
收
稷
に
相
述
あ
ろ
以
上
、杏
な
土
地
生
憲
物
の
慣
値
.割
合
に
高

想

十

六

怨

(

八
九
丸
.

y

 

M

設
h

小
作t

の
高
低
.‘

：
：ン
卞
，

 

，稱
ゎ

j 

ニ
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第
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眺
 

一

ニ

<

、并
生
産
に
投
せ
る

.

勞
力
；ご

.

資
本
の

‘

報
酬
を

®

ふ
て
尙
は
餘
あ
る
以
上
、此
差
益
は
必
※
的
に 

0

生
す
可
き
も
の
に
し
て

^

§

 

;何
な
る
社
會
制
度
も
此
差
益
の

0

生
を
肌
止
し
得
る
こ
ビ

な
，
し

)

 

唯
，此
差
を
何
人
の
所
得
に
歸
せ
し
む
可
き
や
に
就
て
は
世
間
多
ル
ノ
の
：購
論
な
き

ド

非
す
。

或

は

之

を

國

家

社

會

の

共

，同

所

，得

.

に
歸
.

せ
し
，む
可
し
ご
言
ひ

"

或
は
之
を
其
雜
營
に
旺
せ
る
勞
，
 

働
者
の
有
に
蹄
せ
し
む

.

：可
し
と
言
ふ
。
然
れ
ど
も
社
愈
全
般
の
利
益
と
い
ふ
兄
地
ょ

、9

し
て
' 

土
.

地
の
，敌
有

權
を

，認

め

、
其

所

有

者

を
' 

し

て
適
：宜

之

を

利

用

せ

し

む

る

こ

と

、
足

め

た
る

4

上
、
 

ホ
差
ぐ
は
必
然
之
を
土

 

W

所
有
考
の
所
得
に

.

歸
せ
し
め

ざ

る
可
ら
す
。

:

蓋
し
、此
差
益
は
够
働 

の
産
，物
，

V
3

の
み
稱
す
る
，を
.

，得
：す
-

又
，資

本

の

結

果

と

も
目
す
る
を

得
す
、全
然

土

地
の
産
出

力
の 

:

結
舉
と
»

る

の

外

な

け
；： £

ぱ

'な
：
.： r

v
c

許
し

y
之
に
反
し
て
之
を
勞
働
當
事
：者
の
所
得
に
歸
せ
し 

め
ん
か
、
其
勞
働
夢
は

瓶
，る
差
&
を

得
ざ
る

勞
働
.者

じ
比
し
て
過
大
の
報
酬
を
貪
る
次
第
ご
.爲 

な
、此
に
不
公
平
を

生
す
：る
を
群
れ
ざ
る
可
ぐ
、又
之
を
資
本
提
供
者
の
，所
得
に
歸
せ

し
が
る
も 

等

し

く

不

公

平

に

陷

：る
6

弊
を
’
.免
れ
ざ
る
可
し
。
依
是
觀
之
、此
差
盤
こ
そ
'正
に
土
地
所
存
者 

の
：
享
，得
す

可

き
所
得

k

し
て
，
±

:

地
所
有
者
ビ
じ
て
，の
所
得
は
此
差
蘇
听
得
以
外
に
復
め
之
を 

求
む

可
ら
t

從
て
小
作
料
に
し
て
前
述
の
如
く
主
ビ
し
て
土
地
の
産
出

力
に

對
す
る
報
酬

な
レ

ご
せ
ぱ
、其
料
額
は
又
必
然
此
差
释
に
準
じ
で
之
を
走
め
ざ
る
可
ら

や

。
：
.
，

此
差
益

以
上
の

パ
作
.！̂

を

要

朱

す

る

は
®

差
猛
，以

下

に

之

を
，弓
.下

ぐ

る

を

要

求

す

る
と
等
し

く
、共
に
ド
截
な 

る
.
^
免

れ

ざ

る

可

し
9

:

:
 

V
'

 

:

J

小
作
料
の
：標
準
：正
に
：斯
の
；如
く

 

土
地
の
經
懷
的
地
代
に

I

存
し
、而
し
て
其
地
代
は
一
に
生
産 

物
：の
：代

惯

ご

生

産

原

費

の

差

益

に

外

な

ら

チ

ビ

：せ
ぱ
，小
作
料
の
高

‘

低

は

巫

，に

此

生

産

物

價

の

： 

高
.

低
：W

生
：
®

原
®

の
多
少
ご
に
準
じ
て
、適
宜
之
：を
決
足
せ
ざ
る
可
ら
を
る
な
：̂。

レ
，：V
:

 

:
!
1
!

 

. 

•

然
れ
ぱ
土
地
の
，生
産
物
の
，代

®

ご
共
に

'

其
維
營
の
矢
费
に
變
動
な
き

.

か
、或
は
參
少
變
動
あ 

ク
'
 

と
す
る
も
其
變
動
が
住

.

産
物
惯
ビ

I

生
産
原
費
の
双
方
に
同
程
度
に
發
生
せ
る
場
合
に
は

、.
J

 

皮
決
足
せ
る

小
作

料
は

&

た
之
を
動
か

.

す
の
必
要
な
ぐ
、從
て
此
料
金
に

S

す
る
不
平
も
不
滿 

も
發
生
ず
る
こ
ビ
な
か
る
可
し
ご
雖
も
、由
來
詣
物
價
の
高
低
は
常
に
斯
の
如
く
賃
銀
並
に
利 

子
の
高
低
と
步
調
を

.

.

：

F

じ
す
る
も
の
に
非
す
。
：纖
産
物
の
市
慣

'

騰
貴
せ
る
に
拘
ら
す
，人
ロ
著
，
 

し
く
增
加
し
て
货
银
割
合
に
騰
貴
せ
ざ

' 

る
こ
：と

0

ゎ
0
 

.

肥
料
及
び
勞
力
の
經
費
®
だ
し
ぐ 

加

せ

る

：
に

拘

ら

す-
外

，；國

農
.産
物
輸
入
の
增
加
せ
る
が
爲
に
遂

0

物

價

，却

て

下

落

す

る

に

至

.
る 

箱

十

六

卷(

九
o

n

論

說

小

作

料

の

高

低
 

鎮
七
ぶ 

ニ
ニ



■

:
坑
十

s
 

(

九
o
ニ)

.

論
魏
小
作
料
の
高
低

.
 

银
セ
號
 

一

W

こ 
<

 

あ
b

.

o

肥
料
、
®

銀
等
農
業
雜
營
の
失
費

U

甚
だ
し
き
：變
動
な
ぐ
、農
蓝
物
惯
亦
®
動
な
き 

も
、
然

も

其

i

方

に

於

け

る

，耕
作
：法
の

.
"

改
善
、土
地
の
改
，

R

等
の
爲
に
土
地
の
住
産
物
著
し
く
，
 

ガ

加
し

て
、
其
收
稚

，じ

失
数
ご
の
差

#

;

大
に
墙
加
す
る
に
至
る
こ

ビ

め
ら
。

其
他
補
々
機

な

の 

變

化

變

，動

は

殆

ど

斷

え

す

此

±

地
收
稷
物
の
總
代
價
と
之
に
要
せ
る
勞
カ
及
び
資
本
の
先

；
®

 

^

 

0

均
銜
を
揽
亂
し

て
、
猪
に
地
代
變
動
の
因
を
爲
し
り
め
る
も
の
め
り
。
而
し
て
旣
往
數 

十
S

 

S

跡
を
S

ぱ
.

此
變
動
じ
應
じ
て
所

f

小作料なるもかも你：

タ
な

 

が
ら
も
漸
次
れ
に
高
低
し
る
の
賞
あ
る
を
見
る
。

,

卯
ち
古

&

藤
史
を
有
し
人

n

相
當
に
：刷
密
な
る
邦
國
中
、多
數
の
地
方
：に
於
て
は
、農
紫
拔
術 

の
改
善
、農

産

物

の

增

，加
共
に
：相
，當
の
：進

ホ

を

®

せ
る
に
，拘
ら

す
、
農
産

物

の

供

給

は
以
て

1=
^

需 

要
を
充
た
す
に
足
ら
す
，其
市
價
割
合
に
騰
貴
し
て
土
地
の
收
權
想
に
货
銀
：.
及
ぴ
資
本
の
出
数 

以
上
じ
雄
し
、小
作
料
：漸
次
，騰
貴
せ
る

i

の
あ
，々

。
：
明
治
，初

年

以

降

®

近

に

至

る

，我
國
の
農
村 

の

如

さ

も

亦
斯
る
現
象
を
示
せ
る
地
方
少
か
ら

t

然
れ
ど

|

文
'

地
，方

に

依

-
^
て
は
農
鹿
物
の 

收
麟
に
箸
し
き

.

根
加
な
く
，
K

市
慣
亦
顯
：著
な

ゐ

騰
：贵
を
示

さ

ド
る
じ
、然
る
に
勞
働
器
の
賞
銀 

は
商

H

紫
發
，達

の

爲

に

著

し

き

騰

貴

を

，生

じ

て

農

村

は

勢

働

の

不

足

に

.
®
し

み
、

業
地
货
贷

!

0

料

金

游
R

撒
少
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
率
ボ
る
も
の
も
亦
其
例
決
し
て
少
し
ご
せ
や
。
^
、リ
 

ぱ
：交

通

機

關

發

逮

の

翁

に

他

©

新
開
地
方
，又
，は
外
國
ょ

V

:低
廉
な

る
.

農
章
物
の
輸
入

V

域
る 

に
至
れ
る
艘
多
の

地

方
、又
は
附
近
に
释
激
な
る
商
工
業
の
勃

M

t

見
る
：に

至

れ

る

農

村

の

如

，
 

き
何
れ
，も
智
其
頼
な

-

^

。
：
：
近

，
世

世

界

，
各

國

-

の
大
.

勢

は

ニ

般

に

，
人

n

の
：增
加
の
割
合
、農

産

物

の 

W

加

の

割

合

以

せ

に

出

づ

.

る

.，の

.

風

あ
I

，

從
：て
地
代
，も

亦

，
r

般

に

騰

貴

の

，趨
勢
に
在
る
も
の 

ご
；推

m

せ
ら
る
、
も
、然
か
も
事

®

上

，此

推

：
劇

の

；：當

れ

る

や

否

や

は

旣

に

^

^

^

^

^

或
i

縱
分
ひ
此
が

P

化
し
T

大
體
上

I
I
,

な
し
ビ
す
；る
も

.

然
か
も
、谷
國
各
地
方
に
就
て
遂

I

其 

實
狀
：を

調

査

す

れ

ば

、人
口
の
觸
減
、交
通
：及
び
，交

.

易

關

係

の

變

動

、農
業
技
：術
の
進
步
、商
エ
：業
其 

他

め

産

業

の

敬

達

等

：の
關
係

i

り

レ

て
"

各
地
方
を
れ

A

\

 

R

或
は
地
代
の
向
上
を
促
が
し
、或 

は
之
が
低

0

を

渡

起

し

：：ウS

あ

る
释
多
の
：原

因

：の
糊
：々

様

V

に
作
用
し
ウ

V

あ
る
を
見
る
可 

ぐ
、從
て
其
高
低
の
趨
勢
，：
の；必
；ず
し
も
同
一
視
す
可
き
も
の
に
非
ざ
る
次
第
を
發
見
す
る
に
難 

が
&

ざ

，る

可

し

。

地

代

は

決

し

て經
濟
學
者

がV
I

般

に
大
勢

偷

し
て
敎
ふ
る
が
如
く
、叫
劇 

な
く
常
に
騰
貴
の
趨
勢
を
た
ど
り
り
、
あ
る
も
の
に
非
ず
。
實
際
上
に
於
て
は
之
を
支
配
す

る
斬
方
面
の
⑩
因
即
ち
收
稷
物

.
の
織

.
代
僧
，ご
，生
産
原

費
を

構

成

せ

る

各
®
費
目
ご
の
關
係
如
，
 

竿

六

盤

(

丸
Q

§

論

'‘說

.
：‘：

小
作
料
の

i

 

.

レ
：
 

.

：
.

 ̂
-
0
S 

5



想

十

六

(

九
O

S

論
犹
小
作
料
の
高
低

 

银七
®

 

: 

!

六

■ 

■
'
 

• 

■ 
.
•
;
■
■•
 

. 

• 

• 

• 

; 

. 

. 

■ 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

,

.何
，に
.
碟
ら
て
時
に
或
は
必
然
的
に
低
落
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な

b

。
例
令
ぱ
最
近
五
六

年
叫
の 

★

國
に
於

»

る
が
如
く
肥
料
及
ケ
努
力
の
代
腹
三
倍
四
倍
の
騰
貴
を
示
せ
る
に

^

し
、恭
し
其

維
持
せ

.

ん
と
せ
ぱ
、之
に
投
せ
ら
る

\

，勞

働

も

資

本
.

も
他
の
同

®

め
勞
働
文
は
資
本
と
同
樣

の 

，所

得

を

得

可

ら

ざ

；る

'

次
，辨
ご
爲
此
に
其
努
働
資
本
ビ
は
、漸
次
農
，業
を
去
ウ
て
他
の
有
利 

な

る

産
業
に
称
る
に
至
る
を
免
れ
ざ
る
可
し

C

斯
る
場
合
に
於
て
は
小
作
料
の

低

成
は

蓋
し

必
然
的
の
趨
勢
な
言
は
ざ
る
可
ら
す

0
 

:

. 

.

• 

.

.

.

.
 

' 

.

.

.

.

.
四
、.：

勿
諭
土
地
の
收

W

に
は
年

>

 

豊
凶
の
相
違
：あ
ら
。
農
意
物
の
市
價
亦
常
に

！

樣
な
ら
す
。
 

資
本
及
び
榮
働
の
報
酬
亦

.

年
ー
ビ
共
に
多
少
變
動
す
る
の
賞
あ
リ
。
從
て
厳
密
！̂之
を
精
算
ず

れ
ぱ

±

地
の
產
出
力
に
對
す
る

‘

報
酬
し
て
地
主
に
歸
す
可
き
地
代
の
料
額
は
年
♦
歲
々
多

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
;

少
：の

變

動

を

来

や

し

ク

\

あ
る
な
り
。：
然
れ
ど
前
後
數
年
間
を
通

b

.

て
之
を
觀
れ
ば

、

#

 g

の 

:

印
度
は
ネ
银
银
纖
的
に
し
て
其
平
均
を
，觀
る
に
難
か
ら
す
。
肥
料
机
子
等
輕
營
資
本
の
代

K

亦
多
く
は
收
稚
物
の
代
價
と
平
が
す
る
の
常
に
し
て
其
開
に
甚
だ
し
き
不
權
衡
を
生
や
る
こ 

少
な
ぐ
、而
し
て
又
農
村
に
於
け
る

#

働
举
の
移
#
ほ
都
市
の
工
業
界
に
於
け
る
が
如
ぐ
容 

貝
な
る
を
得
ず
が
、
锻

給

：̂

需
要
と
共
に
ハ

f

 

•做
著
な
る
異
動
な
を
常
ビ
す
。
其
結
展
、ト
作 

料
ほ
多
年
に
百

T

.

て

多

く

變

更

せ

ら

る

、

こ
ど
な
き
も
、然

か

も

多

く

，は

不

當

に

陷

る

こ

ビ

：な 

き
：の
狀
あ
-

^

。
殊
に
農
業
經
營
の

.

技
術
に
著

.

し
&

變
化
な
く
、農
業
の
收
觸
其
經
費
と
共
に
年 

々
略
其
額
を
等
ふ

.

せ
レ

在
.

，々
て
は

*

小
作
.

料
は
：十
數
年
否
な
數
十
年
，の
變
更
を
見
や
し 

て
殆
ど
確
，}
的
爲
れ
る
の
地
方
も
少
な
し
ご
せ

ホ
.。

而
し

て
由

來
舊
慣
を
墨
守
す
る
の
傾 

あ
る
農
村
人

R

の
性
：賀
さ
、生
活
の
安
全
を
好
ん
で
容
に
他
紫
に
：轉
す
る
を
欲
せ
ざ
る
其

®

 

情

ご

け

積

益

の

打

算

に

週

鋪

勝

な

る

典

經

"濟

的

無

智

識

と

相

待

ち
：
て
：、現

に

最

近

に

至

る

ま

-

で
、
 

0

.

6

狀
態
を
持
鎭
せ
ひ
め
た
る
の
地
方
も
少
か
ら
ざ
る

^
 

h
y
o

惟
ふ
ー
其

K

營
方
法

^

數
ギ
平
均
：の
收
支
に
急
激
の
變
動
な
き
を
常
と
せ
る
農
种
人
民
に 

収
り
て
ぱ
此

r：：

•

作
料
.

の
圓

i

疋
的
傾
，！
：は

地

主

の

爲

に

も

小

作

人

の

爲

に

も

槪

し

て

他

利

な

る 

可
く
、又
：土
地
の
生
廣
力
ょ
ヶ
生
ず
る
實
際
の
差

#

,

所
得
ピ
小
：
^

.

料

ビ

の
：M

に
甚
だ
し
さ
懸

^

 

を
生
せ
さ
る
膨
，

O
n

双
方
何
れ
の
不
滿
を
も
惹
赴
す
る
こ
ご

な

さ
正
當
な
る

‘

料
金

決
足
の
方
法 

第

十

容(

き

基

蘭

說

小

作

料

の

高

敝

ー
 

s

i

 

!-

し

リ



I

■

ン

竿

六

卷

へ

九2
0

 

，論

，，

耽
，
，

小
作
料
の
高
低

 

：7
M

银

セ

騰

，1

八

，
 

ル

る
：：

可
し
。

然

シ

と

雖

も

多

年

の

推

称

變

遷

の

間

、其

旧

定

的

小

作

料

V

K

際

の

地

代

；的
差
益 

タ
の

.間

に
著
し
き

®

隔
を
生
す
る
に
至
ら
ぱ
、小
作
料
は
須
ら
く

適

常
の
殺
度
ま
で
之
を
引
上 

げ
k

 

引
下
げ
ざ
る
可
ら
ず
。
蓋
レ
然
ら
ざ
れ
ば
何
れ
か

一

方
に
不
常
の
，利
益
を
扼
ふ
る
の 

次
第
と
爲
リ
之
が
爲
に
不
利

♦
V
J

蒙
れ
る
者
之
を

*H
U

覺
ず
る
に
及
ん
で
必
や
に
紛
議
を
生 

す
る
を
免
れ
ざ
る
可
け
れ
ぱ
な
り
。

.

翁
激
な
る
經
濟
界
の
，變
動
の
爲
め
土
地
：生
産
物
の
代
惯 

ビ
其
生
産
原
殺
と
の
關
係
に
顯
著
：な
る
變
動
を
注
せ
る
場
合
に
於
て
殊
に
，然
も
と
す

- 

- 

而 

し
. 

て
. 

此
，g

 

よ 

タ
し
て
之
を
觀
れ
ぱ
、大
職
勃
發
以
降
に
於
け
る
急
激
な
る
物
價
の
礎
動
ど 

異
常
な
る
商
工
業
の
發

f
S

と

は

農

業

用

地

の

，地

代

，
の

上

に

著

M

さ
：變
動
，，を

及

ぼ

せ

る

も

：の
な 

き
に
非
す
。
開
戦
以
来
の
所

i
i

る
：物
慣
騰
レ
れ
は
殆
ど
謎
貨
物
：

i

般

，
の

一

と

に

現

は

じ

，
ド

&

 

^
雖 

も
，
其
騰
貴
の
割

<11

は
物
じ
依
ね
て
區

V

 

r

横
な
ら
す
。：，而
し
て
之
を
大
觀
.す
れ
ぱ
其
騰
貴
串 

は

一
.

般
に
農

0

物
に
於
け
：る
よ
り
も
エ

0

及
び
颁
か
柴
の
産
物
に
於

.

て，遙

^

^

著
し
く
、内
國
産 

物
よ
り
も
外

.

國
辦
物

R

.
於
て
海
に
大
な

ら

し
の
狀
あ
，ね
。.
其

結

そ

し

て
、
商
工
紫
の
收
益
は 

農
；業

の

收
S

よ
-

^

も
氣
に
著
し
く
增
如
し
、

H
,

識
及
び
鎭
山
の
勞
働
者
の
：

M

銀
は
農
紫
勞
働
激 

の
所
得
よ

-

^

も
著
し
ぐ
增
大
せ

b

。
此
に
於
て
か
平
時
に
於
て
農
業
に

！

^

 

^

ら
る
可
.さ
幾
多

の，資

本

勞

働

W

は

農

村

を

捨

て

、
，都

市

及

び

誕

山

に

走

；

o
z

商

H
:

業

の

殷

服

に

反

し

て

邊

.村 

ぱ

不

振

の

狀

を

呈

せ

.

.

.

。

商
±

業

鎭

山

業

の

殷

碰

は

：農

産

物

.

の
ま
：耍
を
地
加
し
其
市
®
後
た 

に

勝

貴

せ

と

雖

も

*其
騰
貴
じ

#

ふ
收
，辟
の
：搏

加

は

到

底

商

I

H

柴
に
：
及
ば
：や
。

殷
碰
な
る 

商
工
業
の
利
益
は
論

t

其
事
業
を

.

.

擴
張
せ
し
め
、益バ

★

敷
の
農
村
勞
働
者
を
此

.

；に；吸
收
し
て 

に
於
け
る
勞
働
者
の
不
足
を
喚
起
し
、其
不
足
は
著
し
く
豐
村
榮
働
翁
：の
釋
銀
を
®
貴
せ
じ
め 

た
.

り

。
，
而

し

て

此

赁

銀

，
率

の

，騰

貴

收

艘

，物

の

：聰

贵

.ょ
： -

-

生
★

，る
：農

舉

を

相

 

殺
じ
て
，，

ほ

其

上

に

出

づ

る

も

の

も

ぐ

？

，當

時

の

農

産

物

偕

に

て

は

農

家

の

經

濟

は

到

爐

持 

續
す
巧
く
も
非
す
、農
，村
は
購
廢
の
外
な
し

V

の
嘆
驟
は
。菅
に
小
作

▲
ぶ

.
.
：

の
み
な
ら

す
、
自 

農
及
び
地
主
側
ょ
り
も
亦
等
し
く
發
せ
れ
た
る
嘆
挑
な
ら
。
加
ふ
る
に
：我
：國
農
家
の
雜
營
資 

本
の
主
要
部
分
を
成
せ
る
肥
料
は
工
業

®

淹
物
，た

る

人

造

肥

料

並

に

漁

：释

の

産

物

.

,

も
成

X

 

る
来

果

と

し

て

#

價
騰
貴
率
亦
遙
に
内
國
與
業
の
産
物
以
上
に
出
で
、

S

業
の
收
益
を

し
て 

更
に
兼
：し
ぐ

g

少
せ
し
め
だ

^
o
,

從

來

世

人
は
®
、農
家
輕
濟
の
數
字
を
引
用
し
て
小
作
農
の 

生
活
の

.

腐
狀
を
說
く
の
常
な

る

も
、此
生
活
の
廣
狀
は
、华

R

小
作
農
れ
；化
ま
れ
る
の
現
殺
に
非 

t

自
作
農
も
亦
等
し
く
同

1

の
H

る
な

を

試
に
各
地
農
愈
の
微
表
せ

る

農
家
懷

资
i

 

(

九0

七〕

論

訓

小

i

i

 

m
七

数

一

九

.



第
ヤ
六
想
 

九0

八)

論
説
小
作
料
の
高
低

 

裕

七

號

M
 

ニ0

 

濟
の
表
を
取
り
て
詳
じ
之

を

i
f
.

檢

せ
ょ
"
耕
地
の
收
稷
巾
ょ
タ

之
に

投

ゆ

る
資

本

と
勞
織

R
. 

郵
す
'

る
相
'當

，の

報
酬
を
控
除
し
て

-

H

ほ
餘
す
所
幾
何
か
あ
る
。

土
地
の
所
有
者
が
地
代

V
J

し 

て
享
得
し
得
可
き
部
分
は
始
ど
督
無
又
は

®

小
部
分
に
過
ぎ
ざ
る
な
な
。

..

:

一一
要
す
る

に
瓶

H

業
の
#
達
は

1
:

股
に
先
づ
都
：市
勞
働
者
の
：賃
銀
を
騰
厲

せ

し

め
、其
騰
貴
は 

延
W

:

て
農
村
勞
傲

#

の
賞
傲
騰
貴
：せ
し
め
て
、此
に
地
代
を
減
じ
小
作
料
を
低
減
せ
し
む
る
：
 

の
原
因

W

爲
ら
ざ
る
を
得
ず

'

?

:

農
業
，上

輕

營

資

本

，さ
し
；て

利

用

せ

ら

る

、
肥

料

.其
他
の
材
料 

の：騰
貴
も
亦
同
構
の
作
用
あ
る
も
の
な
り
。
故
に
：

し
其

一
.

方
に
：於

V
^
-
M
:
v
」
，

償
ふ
に
足
る
可 

き
收
稽
の
墙
加

X

，ぱ
收
稷
物
の

•

騰
賣
な
さ
に
，於
て
は
、土
地
，其
物
の
，慣
値
産
出
力
此
に
必
然 

的

じ

減

少

せ

ろ

も

の

に

し

て

，地
主
，は
當
然
其
：小

作

料

を

低

減

せ

，ざ

'

る
，可
ら
ざ
る
な
ね
。

.
.
.

ン
最
近

1
1

年
以
來
、找
商
エ
紫
界
の
，發
達
は

S

に
；其：絕
頂
を
經
過
し
て
沈
滞
の
域
に
進
み
、農
業
：
 

雜
營
.

の

資
料
亦
漸
落
の
步
、調
を

.

、？ボ
し
て
資
本
の
方
面
と
於
け
る
生
産
：

M

費
は
M

産
物
價
ご
：略
，：
 

權
衡
を
得

ろ
に

：

お

れ

る
の

S

な
き

非
す

と
雖

も
、賞
飯
の
高
举
は
今
：

g

ほ

依
然
ご
し
て

容

に 

奮
態
に
後
す
可
く
も
見
え
す
。
而
し
て
農
章
物
の
市
價
は
騰
貴
の

.

：趨
.

勢
な
く
し

P

却

低

落 

せ

ん
と
t

、你
年
の

®

作
に
拘
ら
す
、穀
價

#

旣

に

厳

高

時

，の
六

S

內

，外

を

び

化

す

る

，の

有

：樣

な

t

h

-

o

縱

令

S

多
年
來
殆
ど
習
慣

的

じ
確
ふ
ん

せ

る

所

な

レ

と

は

い

.

へ/
斯
る
狀
勢
の
下
に
狄
-、
て
奮 

来
0

ル

作

料

を
' 

K

f

f

iに
ま
.

持

せ
ん
ご
.す

る

は

無

稱

な

る

注

文

ご

い

ば

ギ

る

可

ら
t

 

g

當
の 

稍

度

に
之

を

引

下

ぐ

る

は

雜

濟

上

當

，然
の

.

一
處
置
，
に

し

て

バ

，

J

を
引
下
げ
ざ
る
が
爲
に
小
作
爭
谈 

發

生

せ
を

y
j

せ
ぱ
、

K

 i
l；

は

0

に
地
主
に

在

-=N

ぐ
い
は
ざ
る
可
ら
す
。

斯

く
言
へ
ぱ
と
て
勿
，論

吾

人

は

小

作

爭

議

の

不

理

常
に
；
地
主
：に

在

◎

ビ

い

ふ
に
非
す

o
:

又 

全
國
各
地
方
何
れ
も
其
小
作
料
は
之
を
引
下
，け
ざ
る

可
ら

す
.

ど
：
い
ふ
に
非
す
。
唯

t

上
前
の
如 

き
條
仲
の
具
備

せ
る
，
場
錢

，即
ち

附
：
近
：1

密
.の
賞
銀

著
し

く
騰
貴

し
S

業
經
營
の

終

費
大
，に

‘

增 

加
.
せ
，る
に
"然

る

に

之
を
：償
ふ
：
に
‘
足

る
.可
き

收

稚

：

の

增
加
も

な
ぐ

又
農
産
物
の
市
價
騰
資
も

現 

れ
ざ

る
場

八
：：

に

於
て
、逾
當
な
る
小
作
料
引

下
の

婴

求
に

應
せ
さ

る

は
®

濟

上

地
主
の

不
理
な 

b

 

^

い
ふ
の
み
。
從
て
®
し
之
と
反
對
の
事
實
存

ず
る

揚
，
.

<
2

に

於
す
、相
當

な
る

.小
作
料
の
引 

上
じ
應
甘
ざ
る
小
作
人
あ
ら
ぼ
等
し
く
之
を
不
理
ビ
い
ふ
可
ぐ
、又
斯
る
變
更
の
理
由
な
き
に 

强

；
S

て

之

®

更
せ
ん
す
す
る
孝
あ
ら
ぱ
吾
人
は
之
を
不
當

W

す
る
に
禱
躇
せ
ざ
る
可
し
。

唯
t

吾
人
は
最
近
に
於
け
る
物

®

 

貸
銀
の
：實
狀
に
鑑
み
、我
國
內
纖
多
の
地
方
に
於
て
小
作
料 

引
下
を
必
要
ご
す
る
場
合
決
し
て
少
か
ら
ざ
る
可
き
を
推
想

f

る
な
り
。

餓
す
六
を

(

九
0
& 
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魏
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小
作
料
の
高
低
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號

ニ
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一
n

v

 

(

九：r
o

)

論
-魏

‘
 

料の高低，
 

：
：
：

：
：：

粥

七

せ
‘ 

二
三 

'

ま

ふ

：に

如

上

の

：禅

法

：に
：
し
：

て
：：

地

主

及

び

小

作

人

に

明

確

知
X

せ

ら

れ*

適

當

の

時

湖

こ

於
 

て

適

當

な

る

殺

度0

小

作
.

料

，
引

下

の

，
實

行

，
せ

，
ら

れ

た

b

レ
な
ら
ん
に
は

•

最
斤
！に
☆
け
る
ト
作 

爭
辕
の

I

大
部
分
は
倏
生
せ
す
し
て
終
り
し
な
る
可
し
。

又
縦
令
ひ
斯
る
引
下
な

く

ビ
：も
廣 

齋

物

，
，
市

價

騰

貴

の

趨

勢

を

爾

餘

の

諸

：
物

®

 

V
3

平
行
せ
し
め

*

濃
業
み

’

听
得
を
し
て
商
工
業
方

0
 

の
，所
得
と
傭
衡
を
保
ね
し
む
る
の
方
：®
を
取
ね
し
な
ら
ん
に
は
，亦
等
し
ぐ
此
谈
カ
錢
生
を 

避
：一

け

得

な

ぐ

し

な

る

可

し

。

然

る

に

，事

此

に

出

で

t

市
弁
の
舆
論
に
追
從
し
て
只
管
農
遊
め 

價

の

騰

貴

を

抑

制

し

、與

；思
の
所
得
：
.

增
加
：を
：减

殺

せ

し

め

ん

\
}

せ

る

最

近

の

所

謂

る

物

S

政
®

‘ 

は

、
縱
令
ひ
其
效
采
の
顯
著
な
る

も

.
の
な
か

ギ

し
に
せ

ょ

爾
餘
の
詣
產
衆
に

比

し

て

農
紫
の

收
 

益
を
少
か
ら
し
め

*

以
や
間
接
に
小
作

‘

爭
譲
：

を
..：

助
成
し

4：： !

る
も
の

V
J

ぃ

ふ
可
き
な
ヒ

,

,

,

.

.五

.

：
：
：

- 

' 

. 

. 

:

-I 

.

.

.

.

.

.

農
紫
賃
銀
の

騰
，：貴
：叉

肥

其
他

の

經

營

資

.本

の

失

費

滑

加

ょ

り

生
す

る

ほ
産
费
ポ

卯
の 

负
擔
わ
地
主
に
轉
嫁

し

、
地

主

を

し

て

，小

昨

料

を

低

減

せ

し

‘む

る

を

至

.常

：と
す
.

る

如

上

の

，明
說 

に
：對

じ

て

：，は

、
世

間

幾

多

，
の

ん

±

の
非
難
を
免
れ
ざ
る
可
し
。

蓋
し
當
今
小
作

靜

問

題

を

云

S

 

す
る
我
國
朝
野
の
人
士
中
、

i

地
を
以
て

1

鄙
の
.

資

本
と
爲
し
、地
價
に
對

，す
る

小

乍

料

の

利

M

を
計
算
じ
て
、小
作
料
の
高
旧
を

0

t

る
，の

人

少

か

ら

す

。

而

し

て

此

觅

地

ょ

り

す

れ

ぱ

我

國 

の
小
作
料
は
僅
數
の
例
外
を
除

i

く
の
外
、爾
餘
一
般

の
資
本
收
入
に
比

レ
て
槪
ね
頗
る
低
率
な 

る

を

常

ビ

，
し
、
^

^

間
決
し
て
多
く
低
减
の
險
地
を

#

せ
ざ
る
の
觀
め
れ
ぱ
な
ひ
。
世
旧
往
々
池 

主：

の
收
入

0

寡
少
な

る

事

賞
を
擧
げ
て
小
作
爭
議

.に

於
け
る
小
作
人
の
態
族
を
難
や
る

が

如 

さ
、將
た
又
多
數
の
地
：主
が
當
時
の
地
價
に
對
す
る
小
作
料
利
廻
の
計
算

.

^

"

示
し
て
，或
は
小
作 

，料
低
减
の
耍
求
を
祖
絕
し
或
は
小
作

.

料
の
引
上
を
要
求
ず
る
の

.

理山と
爲すが
如れ

も

，
 

骨

其
®

:

に
し
て
、農
政
：：の
，當

屈

卷

及

び

：農

政

を

，論

す

る

の

人

士

が

穀

物

冉

他

農

，能

物

の
生
産

，

®

 

を
針
算
す
る
に
當
り
、土
地
の
代
，價
に
對
す
る
，

1

#

の
利
子
を
典
に
計
上
す
る
が
如
き
も
、冰 

同

：

4

の
，思
想
に
出
で
た

.

，
る
；も

の

な

：

.
T
V。

I
 

. 

.
.
.
.
.

 

. '

然
れ
ど

±

地

U
 ,

1

走
の
價

f

i

あ
.

る
も
の
ビ
想
究

I

、之
を
ニ
股
の
資
本

W

同

一

視
し
て

一

觉 

め
收

， #
:

を
生
や
る
も
の
と
斷
定
す
る
は
、其
根
本
に
於
て
本
末
を
課
れ
る
の

H

見
な
り
。
土
地 

其
物
は
本
來
の
價

.

値
：あ
ろ
も
の
に
非
す
、生

S

の
要
率
た
る

.

が
故
に
慣
値
あ
：ら
ぱ
産
力
を
を
す 

，る
が
放
に

f

f

i

做
あ
：る
な

b

o

 ;

之
：に
資
本
と
勞
力
を
投
じ
、而
し
て
其
資
本
及
び
努
力
の
失
®
以 

上
，.
の
價
値
あ
る
生

-

産

物

を

生

す

る

：が
；故
；に

價

値

あ

る

な

L
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生
産
力
の
大
小
如
何
に
依
ら
ノ
て
決
せ
ら
れ
、該
生
産
力
に
し
て
先
づ
減
少
せ
ん
か
地

f

f

l

は
即
ち 

低
落
：す
可
く
、其

生

産

力

先

づ

增

大

せ

ぱ

地

慣

亦

之

に

，準

じ

て

騰

貴

す

可

し

。

即
ち
此
生
產
力 

の
辦
價
た
る
地
代
は
照
因
に
し
て
、地
價
は
其
結
果
に
過
ぎ
す
。
從
て
小
作
料
先
づ
定
ま

6

,て 

然
る
後
、地
價
は
之
に
举
じ
て
高
低
す
可
き
も
の
な
り
。
奮
來
地
價
の
騰
落
が
常
に
幾
寧
物
の 

市
，價
市
場
利
：率
の
高
征
，ど
に
準
す
る
の
倾
あ
る
は

¥

竟
，小作
料
が

：

‘ ！

般
に
農
産
物
の
®
格 

を
，標

ビ

し

て

足

め

ら

れ

、而
し
て
土
地
の

'

賣

，買

が

，

r

般
に
此

#

場
利
率
を
：標
準
と
し
て
，：

y

小 

作

料

を

還

元

せ

る

資

本

：：價

値

に

依

-

^

て

，行

は
.る

；；

>

0

賞

あ

る

が

故

な
\

先

づ

地

價

を
，

j

 

{ル 

し

て

小

作

料

を

之

に

準

せ

：し

め

ん

す
る

思
想
の
、本

末

を

颇

倒
せ
る
も

r

の
な
る

こ
ご
父
；以
て 

知
る
可
し
。

I 

バ
!

.

‘

生

産

上

に

於

：け
‘

る
.
效

力

即

ち

吾

人

の

所

謂

，る

生

S

力
を
標
準
と
し
て
其
價
値
の
決
定
せ
ら 

ふ
. 

は
、決
し
て
：堪

に

土

地

に

限

れ

る

：の

事

實

に

非

す

。

I

切
の
.

生
：産

要

素

皆

等

し

く

然

，ら
ざ 

る

は
な
し
。

.

殊
に
/此

點

に

於

て

資

本
！！

等

し

ぐ

物
的
婴
素
と
じ
て
其
性
質
頗
る

土
地
と
棚

0 

せ
る
も
の
あ
り
。.：加
ふ
る
に
交
易
の
制
度
發
達
し
て
土
地
も
亦

1

袖
‘

の
交
為
物
視
せ
ら
れ
、其 

慣

傲

常

に

資

本

に

風

.精

ら

る

、
に

至

れ
る
の
今
日
、之
，，を

以

：て
ー
糊
：の

資

本
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着

散

す

も

j

槪
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に
之
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不

當

舰

す
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す
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，も
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し
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合
に
於
て
も
吾
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決
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て
之
を
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各

方

：
面

の
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事

業

，

.

に
-

利

用

レ

得

：可

き

所

謂

る

1
.

般
資
本
は
流
通
資
本
ネ
る
も
の
ご
同

r

視 

す
可
き
に
非
す
。

一
.

般
資
本
な

る

も
：の
通
貨
の
形
態
ど
具
ふ
る
資
本
の

i
i

ひ
に
し
て
、其
史 

途
は
：

一
:

定
-

せ

：
る

も

のじ
：：

非

す

。
：：其
，；所

有

者

：
の

：意

志

I 

L
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從
；S

商
エ
業
其
他

M

れ
の
産
紫
に
も
之
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を
流
用
し
得
可

&

も
の
’

じ
し
て
、通
例
常
に

一

定
の
利
子
を
生

す

る

も

の
は
即
ぢ
此
糊
の
資
本 

な」

り
：。
.

：.
蓋
，し
此
糊
の
資
本
は
：常

に

有

利

.

，な
る
事
，業
の
：方
面
を
尋
ね
て
，之
に
赴
き
、利
益
を
生
甘 

ざ
，る
：事

業

に

は

投

入

：せ
ら
る

’ 
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こ
マ
し
な
け
れ
ぱ
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な
り

)

然
れ
ど
此
資
本
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1

定
の
事
業
に 

投
せ
ら
れ
て
機
械
、建
物

.

其
.

他
.

®

:

宠
’

の
形
，體
を
具
ふ
る
じ
至
る
や
、典
資
本
は
ホ
：に
所

S

る
特
足 

資
本
と

.

爲

て

、其
：特

定

の

使

'

途
以
外

‘

後
た
他
に
之

.

を
流
用
し
得
ざ
る
に
至
る

C

然
る
時
は
其 

の
，
.

資
本
.

®

値
は
前
に
も
：言

-

へM
:
る

.，
が
如
く
後
た
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；其

生

産

費

若

し

く

は

0
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費
の
"

大
小
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何
に
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な

ぐ
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生
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的
效

：

力
の
多
少
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何
に
依
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定
せ
ら
る
可
し
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し
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夢
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に
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に
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取

り

て
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，
該

特

定

物

件

Q
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價
0

は
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些
産
に
資
す
る
其
效
力
に
：外
な
ら
ざ
れ
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V
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一
 
例
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令

ぱ

；
如

何

に

，
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E

費
を
投

.せ
る
エ

場

g
g

傭
；W

雜
も
其

X
場
の
産
物
全
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不
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に
沈
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^

て
服
賣
す
る
に
由
な
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し
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利
用
す
る
の
途
な
し
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設
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，る
壞
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直
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織
，材
石
材
，又

は

燃

料

ご

し

て

の

.

外、
全く慣値なか可，

 

く
、器
し

.

又
之
に
反
し
て
：其
事
業
隆
盛
を
極
め
、其
收
辟
が
建
設
费
の
吗
割

.

五
割
に
速
せ
ぱ
、

f
?：

資 

本
價
：低

は

注

庫

費

の

：四
：倍
，

M

倍
^
^
^
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^ ̂

此
點
に
於
て
特
究
.資
本
の
撒
値
は 

其
：性
®
‘全

く 
土
地

R

惯
俯

と
：相
：類
せ
；々
。

唯

ぜ

收

翁

力

の

增

加

永

く

繼

續

，せ
る

場

合

に

於

て
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特
：定
資
.

本

は

同
W

,

企
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索

に
®

す

る

I

般
：
資
本
め
流
入
に
依

5

間
も
な
く
其
數
を
潜
加
す
る

の 

傾
あ
，る
に
反
し
、土
地
に
ぱ
斯
る
僧
加
的
倾
，向
の
著
し
か
ら
ざ
る
を
異

.

ご
す
ろ
の
み
。

地

を

一

稲
の
，資

本

と

解

れ

'

ぱ
、辟

貴

本

は

全

く

特

定

的

な

，る

資

本

な

ク

。

：
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4

4

地
に
對
す
ぺ
る
一

霄
資
料
；を
其
購
入
代
ま
に
诱
：タ
て
決
足
せ
ん
と
す
る
は
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も
古
エ
湯
の
货
料
を
其
雄
設
原
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摩
に
，依
り
て

.

定
：め

.
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：と

す

る

ご

同
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じ
，く
，必
ず
し
も
常
に
其
當
を
得
る
も
の
卯

t

收
释
カ 

の
瞬
少
‘

せ
る
工
場
を

.

高
，さ
料
金
：に
：て

賃

貸
せ
ん

.

<

せ

ぱ

借

受

人

：な

&

:

に
至
：る
ご
同
じ
く
"生
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的
利
益
の
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少
せ
る
耕
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き
小
作
料
に
て
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付
け
ん

V

せ

ぱ

遂

に

は
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^̂

人̂
な
き
に
至 

る
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し
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エ

業

又
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鎭
山
：業
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地
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於
け
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せ
る
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，の
：適

例

な

レ
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入

は

囊

に

最

近

數

年

來

我

國

幾

多

の

地

方

に

於
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商

i

業
の
摩
律
が
，著

し

く

農

は

努
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の
賃
銀
を
高
め
、土
地
其
物
の
牧
释
産
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力
を
：减
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た
る
を
：言
へ
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。
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し
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に
於 
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な
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作
料
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減
の
必
要
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る
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を
述
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然
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ど
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は
旣

R

前

も

述 

ベ
た
る
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し
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營
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懸
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唯
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當
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け
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業
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し
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。
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濟
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潘
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银
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主
の
地
位
又
は

一

般
公
衆
の
利
益

/ 

處
置
た
る
次
鶴
を
逃
ぶ
る
に
か
*む
可

英

國

に

於

け

る

銀

行

合

同

の

趨

勢

t

其

特
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江

歸

云
ふ

こ
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行
の
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與
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力
に
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る
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の
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の
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配

し
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の
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®

で
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國
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に
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し
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ニ
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银
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な
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し 
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體
か
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云
英
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於
け
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銀
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：
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趟
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末
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始 

に
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け
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も
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を
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を
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あ
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一
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狀
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行
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ら
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全
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需
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の
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の
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け
る
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の
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に
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る

t

、銀
行
の
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だ
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時
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の
進
，步
に
御
は
ら
す
、/平

>
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？
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